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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ＬＥＤモジュールの方向を易しく調整でき、遮
光部を結合して光の効率性を高める室外灯を提供する。
【解決手段】街灯又は防犯灯の支柱の上端に結合され、
地面に向けて光を照射するように底面に発光ランプを備
える灯器具胴体１０と、灯器具胴体１０の下向面に取り
付けられ、少なくとも１個以上の円形孔を備えた支持板
１５と、支持板１５の円形孔１６に結合され、中央に四
角形に切開されたモジュール設置孔２１を備えるモジュ
ール設置板２０と、モジュール設置板２０のモジュール
設置孔２１の両側に取り付けられるヒンジブラケットと
、ヒンジブラケットに両端がヒンジ結合されて角度が調
節され、多数のＬＥＤ発光ランプを備えるＬＥＤモジュ
ール４０とを含んでなる室外灯であって、支持板１５の
円形孔１６の周辺に中心から同一距離の円周面に、モジ
ュール設置板２０の外縁に密着して支持するように少な
くとも３個以上のガイドローラーが等間隔で取り付けら
れる。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　街灯又は防犯灯の支柱の上端に結合され、地面に向けて光を照射するように底面に発光
ランプを備える灯器具胴体と、前記灯器具胴体の下向面に取り付けられ、少なくとも１個
以上の円形孔を備えた支持板と、前記支持板の円形孔に結合され、中央に四角形に切開さ
れたモジュール設置孔を備えるモジュール設置板と、前記モジュール設置板のモジュール
設置孔の両側に取り付けられるヒンジブラケットと、前記ヒンジブラケットに両端がヒン
ジ結合されて角度が調節され、多数のＬＥＤ発光ランプを備えるＬＥＤモジュールとを含
んでなる室外灯であって、
　前記支持板の円形孔の周辺に中心から同一距離の円周面に、モジュール設置板の外縁に
密着して支持するように少なくとも３個以上のガイドローラーが等間隔で取り付けられる
ことを特徴とする、光照射方向の選択が自由な室外灯。
【請求項２】
　前記支持板の円形孔の周縁に上向きに突出した支持環段が形成されることと、
　前記モジュール設置板に支持板の円形孔に挿入される膨出部が形成され、その外周縁が
円形孔の支持環段にかかる係止フランジが形成されように構成されたことを特徴とする、
請求項１に記載の光照射方向の選択が自由な室外灯。
【請求項３】
　前記モジュール設置板の外周面にギアが形成され、ガイドローラーの代わりにピニオン
が構成され、前記ピニオンのいずれか一つの軸を支持板の底部で回動操作することができ
るように操作軸として構成され、ピニオンの回動によってモジュール設置板を回動するよ
うに構成されることを特徴とする、請求項１に記載の光照射方向の選択が自由な室外灯。
【請求項４】
　前記モジュール設置板に角度調節できるように取り付けられたＬＥＤモジュールの前面
に配列されたＬＥＤ発光ランプの一側又は両側を遮るように遮光板が構成された遮光部が
一体に付着されて構成されることを特徴とする、請求項１に記載の光照射方向の選択が自
由な室外灯。
【請求項５】
　前記支持環段の代わりに、支持板に上向きに突出する円形支持突起がエンボス状に形成
されるとかモジュール設置板の係止フランジに下向きに突出する円形支持突起がエンボス
状に形成されることを特徴とする、請求項２に記載の光照射方向の選択が自由な室外灯。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は街灯又は防犯灯として使われる室外灯の光を発光するＬＥＤモジュールの方向
を手軽く調整して光照射方向の選択と照射範囲の限定が自由な室外灯に関するもので、よ
り詳しくは本出願人の先発明である韓国特許出願第１０－２０１４－０１１１０３４号及
び韓国実用新案登録出願第２０－２０１５－０００６０４５号を改良考案して、設置及び
操作が便利であり、光を効率的に用いるように構成された光照射方向の選択が自由な室外
灯に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　これまでの室外用灯器具に使われる室外灯は、高輝度放電灯である水銀ランプ、高圧ナ
トリウムランプ、メタルハライドランプなどの高輝度の光源が使われており、道路や駐車
場に使われる街灯と施設の周辺に取り付けられて使われる防犯灯にその使用用途によって
分類されている。
【０００３】
　このような室外灯の照明は、照明が必要な地上に照明光が到逹する距離が遠くて光が拡
散するとか、灯器具が支柱に固定的に取り付けられるため、設置現場で室外灯の照射方向
を調節することができなくて現場の多様な条件に対応することができず、実質的に照明が
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必要でない所に無駄に照射するため、効率は落ちながらも光による被害を引き起こす例が
多かった。
【０００４】
　すなわち、街灯の光源から照射される光の大部分が有効に利用されずに漏洩して近所の
建物を照らすとか住宅の窓を通じて寝室や居間内に照明光が侵透して生活のリズムを失う
から、街灯の周辺では窓に遮光窓卦け又はブラインドを必須に使わなければならないなど
の多くの問題点があった。
【０００５】
　このような状態は、灯器具の発光ランプがＬＥＤに変わり、ＬＥＤランプの光が直進す
る直進性を有するため、その被害がもっと深刻な状態になった。
【０００６】
　それで、これまで開発されたＬＥＤ室外灯に対する先行技術特許文献を調べれば次のよ
うである。
【０００７】
　韓国特許出願第１０－２００９－００１５５００号（２００９．０２．２４）（特許文
献１）はＬＥＤ素子を用いたＬＥＤ照明装置に関するもので、多数のＬＥＤ素子が取り付
けられたＬＥＤ基板と；前記ＬＥＤ素子が外側に向かうように前記ＬＥＤ基板が取り付け
られる多角形の開口部を有する本体と；前記開口部の多角形の辺の一部に対応し、前記Ｌ
ＥＤ基板の表面に対して成す角度の調節ができるように前記本体に回転可能に取り付けら
れる一つ以上の反射板とを含むことを特徴とするＬＥＤ照明装置を開示する。
【０００８】
　韓国特許出願第１０－２００９－０１２９８８１号（２００９．１２．２３）（特許文
献２）は、街灯器具が照明する道路面を街灯柱を基準に中心部、側面部及び前面部に分割
し、それぞれの領域を選択して照明可否と輝度及び照度を調節することができるように多
数のＬＥＤを光源とし、反射板又はレンズのような光学部品を付着して配光分布を可変す
ることができる配光分布可変型街灯器具に関するものである。
【０００９】
　韓国特許出願第１０－２０１０－００００９６０号（２０１０．０１．０６）（特許文
献３）はＬＥＤ街灯に関するもので、ＬＥＤ街灯の胴体に備えられる第２照明部と第３照
明部が胴体から自由に回転することができるように構成され、これらの第２照明部と第３
照明部がそれぞれ傾いた傾斜フランジ又は傾斜面が形成された支持部によって回転した状
態でＬＥＤランプが電気的に連結されるＰＣＢ基板が結合された第２支持部と第３支持部
の設置角度が可変することにより、照明光を照射するＬＥＤランプの照射角度が可変する
ことができ、住宅街又は道路のように設置条件が違う地域でのＬＥＤランプの照射角度を
任意に可変して取り付けることにより、ＬＥＤランプの照射範囲を第２照明部と第３照明
部によって変化させることができるので、設置効率性が大きく向上することができるＬＥ
Ｄ照明灯を提供しようとする。
【００１０】
　韓国特許出願第１０－２０１２－００９４９７１号（２０１２．０８．２９）（特許文
献４）は、人又は自動車が通うようにした道路の周辺に設置される街灯用ＬＥＤ灯器具に
おいて、灯器具本体の内部に装着されるＬＥＤ光源を多数の分割光円板でそれぞれ区分し
て形成して装着し、これらのそれぞれの分割光円板は灯器具本体に対して多様な角度に調
節できるように構成することにより、個別的に角度調節が可能なそれぞれの分割光円板を
用いて既存の街灯用灯器具で使われて来た遮光板なしにも照射範囲及び照射角の制御及び
変更ができるようにしたものである。
【００１１】
　韓国実用新案登録出願第２０－１９９９－０００１２２３号（１９９９．０１．２９）
（特許文献５）は、街灯のような灯器具においてランプの位置及び姿勢を所望の照度分布
に合わせて前後及び上下にかつ設置角度を自由に調整することができる灯器具の光源位置
調節装置に関するもので、ケースの後方底面に突出した固定ボルトに前後方向に移動可能
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に結合される第１長孔が長手方向に形成された水平部と水平部から折り曲げられ、垂直方
向に第２長孔が形成された垂直部とからなる支持フレームと、背面突起が支持フレームの
第２長孔に沿ってスライド可能に挿入されて高さが設定される連結部と、先端面にランプ
が結合されるソケットが固定され、後端面から間隔を置いて平行に延設された一対の突部
が連結部の先端部に上下方向に旋回可能にヒンジピンで結合されるソケット支持部と、前
記ソケット支持部の旋回角度を設定するための角度調整手段とからなることを特徴とする
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】韓国特許出願第１０－２００９－００１５５００号公報
【特許文献２】韓国特許出願第１０－２００９－０１２９８８１号公報
【特許文献３】韓国特許出願第１０－２０１０－００００９６０号公報
【特許文献４】韓国特許出願第１０－２０１２－００９４９７１号公報
【特許文献５】韓国実用新案登録出願第２０－１９９９－０００１２２３号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかし、これまで開発された街灯又は防犯灯に使われる室外用ＬＥＤ灯は生産工場でＬ
ＥＤモジュールの方向が固定されて生産されれば、実質的に使用場所でＬＥＤモジュール
の方向を変えることができないから光を効果的に使うことができない場合が多かった。
【００１４】
　ここで、ＬＥＤランプの光照射方向を設置現場で調節するために、本考案人の先発明で
ある韓国特許出願第１０－２０１４－０１１１０３４号の“互換性に優れた照射位置調節
型室外用ＬＥＤランプ”と韓国実用新案登録出願第２０－２０１５－０００６０４５号の
“提灯型街灯ＬＥＤランプ結合構造”があったが、これからもっと発展して設置現場での
条件に鑑みてＬＥＤモジュールの方向を易しく調整するとか遮光部を結合して光の効率性
を高めることにその目的があるものである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　前記目的を達成するために、本考案は、街灯又は防犯灯の支柱の上端に結合され、地面
に向けて光を照射するように底面に発光ランプを備える灯器具胴体と、前記灯器具胴体の
下向面に取り付けられ、少なくとも１個以上の円形孔を備えた支持板と、前記支持板の円
形孔に結合され、中央に四角形に切開されたモジュール設置孔を備えるモジュール設置板
と、前記モジュール設置板のモジュール設置孔の両側に取り付けられるヒンジブラケット
と、前記ヒンジブラケットに両端がヒンジ結合されて角度が調節され、多数のＬＥＤ発光
ランプを備えるＬＥＤモジュールとを含んでなる室外灯であって、前記支持板の円形孔の
周辺に中心から同一距離の円周面に、モジュール設置板の外縁に密着して支持するように
少なくとも３個以上のガイドローラーが等間隔で取り付けられ、前記支持板の円形孔の周
縁に上向きに突出した支持環段が形成され、前記モジュール設置板に支持板の円形孔に挿
入される膨出部が形成され、その外周縁が円形孔の支持環段にかかる係止フランジが形成
されように構成され、前記モジュール設置板の外周面にギアが形成され、ガイドローラー
の代わりにピニオンが構成され、前記ピニオンのいずれか一つの軸を支持板の底部で回動
操作することができるように操作軸として構成され、ピニオンの回動によってモジュール
設置板を回動するように構成される。
【考案の効果】
【００１６】
　このような本考案は、ＬＥＤモジュールが装着されるベースが自転するように構成され
、設置現場で正確な位置と方向を合わせ、セットして固定設置することにより、交差点又
は分岐路で道路の交差角にかかわらず正確に道路に光を照射するようにし、道路の光が目
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的範囲以外に拡散することを防止することにより、光をより効率的に用いて光公害を最小
化し、エネルギー節減の効果があり、施工が手軽くて外観が優れた効果を期待することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本考案を実施した灯器具の構成状態の例示図である。
【図２】本考案の要部の構成状態を例示した断面図である。
【図３】本考案の他の実施例を例示した要部の構成状態断面図である。
【図４】本考案の支持板とモジュール設置板の摩擦部の他の構成状態を示す例示図である
。
【図５】本考案のモジュール設置板と遮光部の構成を示した分解例示図である。
【図６】本考案のモジュール設置板と遮光部の構成を示した結合例示図である。
【図７】本考案の遮光部の他の構成状態の例示図である。
【考案を実施するための形態】
【００１８】
　本考案の構成を添付図面に基づいて詳細に説明すれば次のようである。
【００１９】
　街灯又は防犯灯の支柱の上端に結合され、地面に向けて光を照射するように底面に発光
ランプを備える灯器具胴体１０と、前記灯器具胴体１０の下向面に取り付けられ、少なく
とも１個以上の円形孔１６を備えた支持板１５と、前記支持板１５の円形孔１６に結合さ
れ、中央に四角形に切開されたモジュール設置孔２１を備えるモジュール設置板２０と、
前記モジュール設置板２０のモジュール設置孔２１の両側に取り付けられるヒンジブラケ
ット３０と、前記ヒンジブラケット３０に両端がヒンジ結合されて角度が調節され、多数
のＬＥＤ発光ランプ４１を備えるＬＥＤモジュール４０とを含んでなる室外灯であって、
【００２０】
　前記支持板１５の円形孔１６の周辺に中心から同一距離の円周面に、モジュール設置板
２０の外縁に密着して支持するように少なくとも３個以上のガイドローラー５０が等間隔
で取り付けられる。
【００２１】
　ここで、前記支持板１５の円形孔１６の周縁には上向きに突出した支持環段１７が形成
され、前記モジュール設置板２０に支持板１５の円形孔１６に挿入される膨出部２２が形
成され、その外周縁が円形孔１６の支持環段１７にかかる係止フランジ２３が形成される
ように構成される。
【００２２】
　ここで、前記支持環段１７の代わりに、支持板１５に上向きに突出する円形支持突起１
８がエンボス状に形成されるとか、モジュール設置板２０の係止フランジ２３に下向きに
突出する円形支持突起２８がエンボス状に形成されることもできる。
【００２３】
　そして、前記モジュール設置板２０の外周面にギア２５が形成され、ガイドローラー５
０の代わりにピニオン５５が構成され、前記ピニオン５５のいずれか一つの軸が支持板１
５の底部で回動操作することができるように操作軸５６として構成され、ピニオン５５の
回動によってモジュール設置板２０が回動するように構成されることもできる。
【００２４】
　これに加え、前記モジュール設置板２０に角度調節できるように取り付けられたＬＥＤ
モジュール４０の前面に配列されたＬＥＤ発光ランプ４１の一側又は両側を遮るように遮
光板６１が備えられた遮光部６０が一体に付着されて構成されることによって光の照射範
囲を限定することもできる。
【００２５】
　前述した構成の本考案の実施例を説明すれば次のようである。
【００２６】
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　中央に円形孔１６が構成され、灯器具胴体１０の地面に向かう面に構成された支持板１
５に、多数のＬＥＤ発光ランプ４１を構成するＬＥＤモジュール４０が中央側に四角形に
切開されたモジュール設置孔２１にモジュール設置板２０が回動可能になるように結合さ
れる。
【００２７】
　この時、前記支持板１５の円形孔１６の周縁には上向きに突出した支持環段１７が形成
され、前記モジュール設置板２０に支持板１５の円形孔１６に挿入される膨出部２２が形
成され、その外周縁が円形孔１６の支持環段１７にかかる係止フランジ２３が形成される
ように構成される。
【００２８】
　また、前記支持板１５の円形孔１６の周辺に中心から同一距離の円周面に、モジュール
設置板２０の外縁に密着して支持するように少なくとも３個以上のガイドローラー５０が
等間隔で取り付けられる。
【００２９】
　ここで、前記モジュール設置板２０のモジュール設置孔２１の両側にヒンジブラケット
３０が取り付けられ、ＬＥＤ発光ランプ４１を構成するＬＥＤモジュール４０の両端が前
記ヒンジブラケット３０にヒンジ結合されることによって角度が調節できるように構成さ
れる。
【００３０】
　このように構成された本考案を多様な形状に構成された灯器具胴体１０に取り付ける過
程は次のようである。
【００３１】
　まず、支持板１５を灯器具胴体１０に一体に固定的に取り付ける。
【００３２】
　前記のように、灯器具胴体１０に一体に固定的に取り付けられた支持板１５にＬＥＤ発
光ランプ４１を構成するＬＥＤモジュール４０の両端がヒンジブラケット３０でヒンジ結
合されているモジュール設置板２０を、膨出部２２が円形孔１６に挿入され、係止フラン
ジ２３が支持環段１７にかかり、係止フランジ２３の外周縁が支持板１５に構成されたガ
イドローラー５０に支持されて案内されるように結合構成する。
【００３３】
　この時、前記支持環段１７の代わりに、支持板１５に上向きに突出する円形支持突起１
８をエンボス状に形成するとかモジュール設置板２０係止フランジ２３に下向きに突出す
る円形支持突起２８をエンボス状に形成することもできる。
【００３４】
　そして、前記モジュール設置板２０の外周面にギア２５を形成し、ガイドローラー５０
の代わりにピニオン５５を構成し、前記ピニオン５５のいずれか一つの軸を支持板１５の
底部で回動操作することができるように操作軸５６として構成して、ピニオン５５の回動
によってモジュール設置板２０を回動するように構成することもできる。
【００３５】
　このように構成された状態では、前記ピニオン５５の操作軸５６を操作してモジュール
設置板２０を回動させることによって照射角を易しく調節することができる。
【００３６】
　このような状態でモジュール設置板２０の位置が選択されれば、支持板１５とモジュー
ル設置板２０をネジ釘７０で結合して固定するとか支持板１５とモジュール設置板２０の
膨出部２２間の円形孔１６にネジ釘７０を結合してモジュール設置板２０の位置を固定さ
せれば良い。
【００３７】
　これに加え、前記モジュール設置板２０に角度調節できるように取り付けられたＬＥＤ
モジュール４０の前面に配列されたＬＥＤ発光ランプ４１の一側又は両側を遮るように遮
光板６１が構成された遮光部６０を一体に付着して構成することによって光の照射範囲を
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【００３８】
　この時、遮光部６０の遮光板６１はＬＥＤ発光ランプ４１の一側のみ遮るとか両側を遮
るように構成して選択的に使うことができる。
【００３９】
　本考案の要旨はＬＥＤ発光ランプ４１から発光する光をより効率的に用いるようにする
ためのものである。
【産業上の利用可能性】
【００４０】
　本考案はＬＥＤ発光ランプから発光する光をより効率的に用いるようにすることによっ
て産業上利用価値が高いと言える。
【符号の説明】
【００４１】
　１０　　灯器具胴体
　１５　　支持板
　１６　　円形孔
　１７　　支持環段
　１８、２８　　円形支持突起
　２０　　モジュール設置板
　２１　　モジュール設置孔
　２２　　膨出部
　２３　　係止フランジ
　３０　　ヒンジブラケット
　４０　　ＬＥＤモジュール
　４１　　ＬＥＤ発光ランプ
　５０　　ガイドローラー
　５５　　ピニオン
　５６　　操作軸
　６０　　遮光部
　６１　　遮光板
　７０　　ネジ釘
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